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チリメンウミウシ 
Order Opisthobranchia 後鰓目 
Suborder Nudibranchia 裸鰓亜目 
Superfamily Doridoidea ドーリス上科 
Cryptobranchia 隠鰓ウミウシ類 
Family Chromodorididae イロウミウシ科 
Genus Chromodoris コモンウミウシ（シロウミウシ）属 
Chromodoris reticlata (Quoy & Gaimard, 1821) チリメンウミウシ 

 
倉崎海岸 6m 40mm 今本 淳 

分布：ベトナム、マレーシア、パプアニューギニア、インドネシア、フィリピ

ン、南西諸島 
体地色は白色で、背面は赤色の細かな網目状斑紋で密におおわれる。外套膜には

突起があり、周縁に黄色のふちどりはない。Rudman（1999）  は Chromodoris 
tinctoria (Rüppell & Leuckart, 1828) サラサウミウシの色彩型とし、中野（2004）でも

サラサウミウシの色彩型とされていた。しかし Gosliner et al. (2008) は外部形態から、

Chromodoris tinctoria と C. reticlata チリメンウミウシは別種であるとしている。南西

諸島に普通。60 mm に達する。 
※このように新知見を反映させています。 
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サラサウミウシ 
Order Opisthobranchia 後鰓目 
Suborder Nudibranchia 裸鰓亜目 
Superfamily Doridoidea ドーリス上科 
Cryptobranchia 隠鰓ウミウシ類 
Family Chromodorididae イロウミウシ科 
Genus Chromodoris コモンウミウシ（シロウミウシ）属 
Chromodoris tinctoria (Rüppell & Leuckart, 1828) サラサウミウシ 

 
三崎 2m 35mm 中野理枝 

分布：インド-西太平洋 
背面は赤色の細かな網目状斑紋で密におおわれる。周縁は黄色で縁どられる。黄

色の縁取りの内側は白色で、赤色の小斑紋が入る個体と入らない個体がある。南西

諸島では見られない。Gosliner et al. (2008) は本種をオマーン及び紅海産としてお

り、本州産のサラサウミウシとは別種の可能性もある。60mm に達する。 
 
※このように新知見を反映させています。 
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クロモドーリス・アルダーイ 
Order Opisthobranchia 後鰓目 
Suborder Nudibranchia 裸鰓亜目 
Superfamily Doridoidea ドーリス上科 
Cryptobranchia 隠鰓ウミウシ類 
Family Chromodorididae イロウミウシ科 
Genus Chromodoris コモンウミウシ（シロウミウシ）属 
Chromodoris sp. cf. alderi Collingwood, 1881 クロモドーリス・アルダーイ 

 
小笠原 10 m 35mm 杉森雄幸 

分布：南アフリカ、マダガスカル、セイシェル、タンザニア、小笠原 
体地色は白色で、外套膜周縁は黄色で縁取られる。周辺の内側にはサラサウミウシ

に似た赤色の小斑紋が並ぶ。背面はヒャクメウミウシに似る。また背面中央では赤色

の色合いが淡くなる。中野（2004）ではサラサウミウシの色彩型とされていた。45mm 
に達する。 
 
※このように新知見を反映させています。 
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ヒャクメウミウシ 
Order Opisthobranchia 後鰓目 
Suborder Nudibranchia 裸鰓亜目 
Superfamily Doridoidea ドーリス上科 
Cryptobranchia 隠鰓ウミウシ類 
Family Chromodorididae イロウミウシ科 
Genus Chromodoris コモンウミウシ（シロウミウシ）属 
Chromodoris sp.2 ヒャクメウミウシ 

 
座間味島 10 m 25mm 中野理枝 

分布：ソロモン諸島、南西諸島、小笠原、八丈島、ハワイ 
体地色は白色で、外套膜周縁は黄色で縁取られる。背面は赤色で、白色の小紋と、

白色で縁取られた赤色の眼紋が入る。周縁付近は赤色が疎になり白色の体地色が

目立つが、周縁に向かって赤色の紋様が並ぶ。中野（2004）ではサラサウミウシの色

彩型とされていた。60mm に達する。 
 
※このように新知見を反映させています。 
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ハナビラウロコウミウシ 
Order Opisthobranchia 後鰓目 
Suborder Sacoglossa  嚢舌亜目 
Superfamily Limapontioidea ハダカモウミウシ上科 
Family Caliphyllidae カンランウミウシ科 
Genus Cyerce キマダラウロコウミウシ属 
Cyerce sp. 2  ハナビラウロコウミウシ 

 
西泊 7m 3mm 松田早代子 

分布：インド-西太平洋熱帯域、ハワイ諸島 
体地色は黄色みを帯びた半透明で、頭部と触角は褐色。背側突起の上部縁は白く、

その内側には薄紫色の色帯がある。その下方には淡褐色の網目模様が入るものと

入らないものがある。同属他種に比べ、背側突起の数がやや少ない。春季から夏季

にかけて、岩礁域やサンゴ礁の浅所でやや稀に見られる。10mm に満たない小型種。

中野（2011）により和名がハナビラウミウシからハナビラウロコウミウシに変更された。 
 
※このように新しく提唱された和名を反映させています。 
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スカシウロコウミウシ 
Order Opisthobranchia 後鰓目 
Suborder Sacoglossa  嚢舌亜目 
Superfamily Limapontioidea ハダカモウミウシ上科 
Family Caliphyllidae カンランウミウシ科 
Genus Cyerce キマダラウロコウミウシ属 
Cyerce sp. 5  スカシウロコウミウシ 

 
座間味島 15 m 10 mm 中野理枝 良い写真募集 

分布：南西諸島 
体はほぼ透明で、両眼間から背面にかけては黒褐色。心嚢は白色。触角先端お

よび背側突起の縁には白色細点が密に散布している。背側突起はやや膨らみ、

斑紋は見られない。近似の C. elegans は背側突起に葉脈状の線が入ることで

識別できる。10 mm に達する。 
 
※このように、将来の紙の図鑑掲載用の良い写真を募集しています。足りない写真

がいろいろあります。皆様のご協力をお願いいたします。ただし＜ベータ版日本のウ

ミウシ＞への掲載は現時点ではご購入者に限定させていただいております。ご了承

ください。 
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Suborder Pleurobranchomorpha  側鰓亜目 
従来は傘殻亜目（ヒトエガイ亜目）のヒトエガイ科・ジンガサヒトエガイ科と

ともに背楯目として分類されていた。英名の「Side-Gilled Sea Slug」は鰓が体

の右側にあることに因んでいる。多くの種は貝殻を欠き、外套の背側(外套楯、

背楯)がよく発達する。貝殻は内在するか、または欠く。口触手間には口幕が

ある。触角は細長く筒状に巻く。ウミフクロウ類では、背楯の方が足より大き

く、カメノコフシエラガイ類では背楯が足より小さい。カメノコフシエラガイ

類はカイメンを摂食する。ウミフクロウ類はさまざまな底生性の動物を補食す

る。 
Wägele & Willan (2000) では側鰓類 Subclade Pleurobranchomorpha と裸鰓類

Subclade Nudibranchia が姉妹群となり、この Clade は裸側類 Nudipleura と名

付けられている。 
 
※このように分子系統解析による新分類体系を反映させています。 
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ヒアトドーリス・フェロースイ 
Order Opisthobranchia 後鰓目 
Suborder Nudibranchia 裸鰓亜目 
Superfamily Doridoidea ドーリス上科 
Cryptobranchia 隠鰓ウミウシ類 
Family Discodorididae ツヅレウミウシ科 
Genus Hiatodoris ヒアトドーリス属 
Hiatodoris fellowsi (Kay & Young, 1969) ヒアトドーリス・フェロースイ 

 
八丈島 15m 38mm 田中幸太郎 

分布：ハワイ、ニューカレドニア、小笠原、八丈島 

原記載ではハワイ固有種とされているが、小笠原や八丈島においても稀に観察

されている。体は白色。堅く、背面の表面は顆粒状突起でおおわれている。原

記載では触角と鰓は赤色をおびた褐色とされているが、小笠原や八丈島で観察

される個体のそれは黒色。洞穴の中、白いカイメン上にいることが多い。本種

は歯舌の形状（中央歯が欠落する）などの理由により、2010 年に Peltodoris か
ら本属に移された (Dayrat, 2010)。60mm に達する。 

 

※このように属の変更なども反映させています。 
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クロモドーリス・ウィブラータ 
Order Opisthobranchia 後鰓目 
Suborder Nudibranchia 裸鰓亜目 
Superfamily Doridoidea ドーリス上科 
Cryptobranchia 隠鰓ウミウシ類 
Family Chromodorididae イロウミウシ科 
Genus Chromodoris コモンウミウシ（シロウミウシ）属 
Chromodoris vibrata (Pease, 1860)  クロモドーリス・ウィブラータ 

 
撮影地 水深 体長 撮影者 

分布：ハワイ、マーシャル諸島、小笠原諸島、奄美大島 
背面は濃い黄色で、白色の斑紋が背面に密に散布している。この斑紋はやや盛り

上がる。背面の周縁は青紫色の波状帯で縁どられ、そのすぐ内側を白色の大きな

斑紋が並ぶ。触角と鰓は濃い紫色。濃い青紫のカイメンを食しているのが撮影され

ている。種小名にあるように鰓をリズミカルに細動させる。かつてはハワイ固有種と考

えられていた。稀種。25mm に達する。 
 
※このように、足りない写真も募集しています。将来刊行する紙の図鑑への掲載も検

討します。皆様のご協力をお願いいたします。ただし＜ベータ版日本のウミウシ＞へ

の掲載は現時点ではご購入者に限定させていただいております。ご了承ください。 


